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　Abstract : The Tertiary deposits distributedin the None～Sakihama district Kochi Prefecture are

classifiedinto the Muroto Formation and Naharigawa Formation in the named order from the

older to the younger. In this area the Muroto Formation is subdivided into, in upward succession

1) lower part mainly of tuffaceous shale basalt and tｕ肌　2) middle part mainly of stratifiedfine

to medium grained sandstone and, 3) the upper part mainly of stratifiedfine to medium grained

sandstone and slaty shale. The three parts grade into and interfinger with one another. The

Muroto Formation in this area is controled by one major synclinal structure (Kosakayama

Syncline). The lower part of the Naharigawa Formation consists mainly of massive medium to

coarse grained sandstone, and the upper part is composed mainly of thin alternation of fine

grained sandstone and mudstone. The　Naharigawa Formation is formed by the control of the

fold structures and thrust･faults, both with about E-W strike｡

　In this area the major faｕ】tshave trends of N-S (normal fault) and E-W (reverse fault), and

the former faｕ】ttrend is dominant.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ　は　じ　め　に

　本論文の調査地域は，筆者ら(1974)が先に発表した徳島県宍喰～高知県野根地域（以下，甲浦

地域とよぶ）の南にっづく野根～室戸市佐喜浜間の海岸沿いの地域であり，室戸半島層群（古第

三系）の室戸層および奈半利川層が分布し，両者は逆断層で接している．

　筆者らの先の論文(1974)では，甲浦地域に発達する地層群の層序および地質構造を明らかにす

るとともに，同地域に発達する構造形態の形成順序を明らかにし，さらに，野外データーおよび岩

石物性試験データーの両面から，小構造解析が四万十地向斜における地層変形機構を明らかになし

うる有効な手法であることを指摘した．

　本論文は，以上の結果にもとづき，つづけてその南方にっづく野根～佐喜浜間地域について，小

出が高知大学卒業論文として;主として三井指導のもとに地質現象の解明に従事し，その結果をさ
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らに甲藤・三井が検討してまとめたものである．

　本地域に連続する地域については，継続調査を行なっているので，ある段階で，再び既述の地域

についても補足再検討を行なうとともに，いわゆる四国四万十帯め古第三系について総括したい方

針であるj

　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　･゜　　1‘　jl　●.t1　本研究にあたり，昭和49年度文部省科学研究費一般Ｄ（代表者：甲藤）を使用したことを付記

し，当局に対して謝意を表する．　　　　　　　　　　　　　　・

II　層 序

　四万十帯に位置する室戸半島東部の高知県安芸郡東洋町野根から高知県室戸市佐喜浜に至る海岸

沿いの地域(Fig. 1 )には，古第三系室戸半島層群（甲藤, 1961)の室戸層および奈半利川層が分

布する．両層は断眉関係にあるが，後述するように，層位的には室戸層が下位，奈半利川層が上位

に位置する．室戸層は主として砂岩および頁岩からなり，玄武岩および凝灰岩などを挾在する．一

方，奈半利川層は主として砂岩および砂岩泥岩細互層からなる(Fig. 2 ).
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　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig. 1　Index map of the area investigated.

　II-1　室戸層(Muroto Formation)

　　　　　r■　　丿　　　●　　　　it●･　　　　　.●　●　4.　●　　♂　●　　　.･･｀’ll　　　　　　lj~　　　　　｀j　’●‘　　●　室戸層の模式地は，高知県室戸市羽根崎から吉良川・行当崎を経て室戸岬に至る海岸地域･（甲

う．　ｓ．　　　　　　　●　．・．　　　　　　　　　　　･，゛●　１ｒ　-ＩＩ-Ｉ．．；・ｌ　ｔ　．　｀．“　　　４゛’゛゛一藤, 1961)であるが，本地域においては室戸市佐喜浜町の佐喜浜川沿いにおいてよく観察される．

本地域におい７室戸層は約6,700rn・厚さを有し，大局屈ｏ白海分される(Fig. 3).以下説

萌め禎主上，木層を上・中・下部に区分しｌr述べる．

　　ず部層は，主とし刎

　　r･1｀-.^.●　’.　●　’　　　　●　　　　　　　　　　　　l･●　　|･Ｉ　　　●　　　　　・　　　　.，’～黒色を呈しだ凝灰質頁岩がらなり，ときとして粘板岩質とならている．との頁岩中にはレンズ状

に砂岩頁岩細互層，凝灰岩および玄武岩の薄眉を挾在し乙岫．凝灰当ほ相対的に下蔀冶ゐ下位比

　●　●　　，．●’　　　　．　　　　　　　●．　　　　　　　　　　･ｉ，．●　　　　．　　　，　　　　　　　　．●’●１　１．位置し，塊状および成層した塩基性凝灰岩で;多くは緑灰色～暗緑灰色を皇し,前述の頁岩層と指交

　１｀．゛．，　１　　　　　‘　　　･ｄ･　　，　　’　　　１　　　　．で　。Z..r　，　　男･.　　・ :..　　●し，　･，●｀l,.･　，:，
関係にある．一方玄武岩岩体は玄武岩質火山角殊岩および玄武岩質溶岩からなり，量的には後者の

方がはるかに多い．玄武岩質火山角磯岩は本地域においては佐喜浜町中尾の南方の沢および佐喜浜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　･〃　　　　　　　　　　　　　　　・　．●　　　　　　！の西方約２ｋｍにある北方へのびる沢に分布するのみセある．一方，溶岩中には枕状溶岩が比較的

　　　　　　　　　　　　　　　　１・●　１　』　「　　ｌ　　　　●　　ゝ　　　　　　●　　ｉ　　・　　　　　　」●／　●●多くみられる．ただし，杏仁状構造はほとんどみられない.’本地域に分布するこの玄武岩岩体は;

佐喜浜町弥ヶ谷川上流の林道沿い，および，同町中尾の南方の沢などにおいてこめ玄武岩岩体が上



こ
／

述の頁岩層およ砂凝灰岩層と蜃合的に金なら八ヽＳめが観縦ｊれＳ=また，後喜辰iJφ融丿南方・

沢に粧七含わあ７島松的に分希子い赤包頁がほ緑灰谷凝縦碧り涙色頁か）丞と屁衣

　　　　●　･･　●　　I-/･　　一一　　・　・一一　｀　fl　　’″.Ir”.4　.1　　　●　｀f･●　　●･ヽ’　,■･: 1　･’il　l●ゝ
’y，

おり;玄武岩と漸移関係を示し，玄武岩と密接な関係にある;下部層に挾在される砂岩は成層じ，

　　　　い一一　　f･　　　　●　　　　　●　　　●ｗ・　　　　ぜ?●’･●　　　　　　　　I　’I“　■ J　″ご　’べｰ-　　1.しばしば平行葉理およびクロスラミナを有し，一般に細粒～中粒で，局部的に細牒を含む．また，

しばしぱ胤色頁岩め八八晏合むが，扱述すら奈半袖|舶辿心一如と量も少な乙名．夫Ｏ

も小さい．

　室戸層め中蔀唐山主としえ砂岩から楷成当れｔおり;頁岩およこ州嶮頁岩納丘釧E涙在子乱

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”　　が　　●　　　　●●　　｀●　φ．‘　．　　　●･●　　　　　？．Ｉ中部層の砂岩は，下部層と指交関係にあり，そのために，砂岩は東方で厚く，西方kﾆ厚さを減ずる

という層厚変化を示し七いる．中松層の主体をなす砂岩は一必にょく涙層し，右．多くふ平行蜃理

およぴクロスラ１ナを有する．砂岩ほいわゆるサレイりぶ抑砂尚々，縦包～暗灰色左呈し，細

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　･「４　　　●●ゝ　　Ｓ　●　　　Ｊ　●　１,●~１●¶　■粒～中粒で，しばしば黒色頁岩のパッチを含むが，後述する奈半利川層の砂岩に比べ，＝般比量も

少なく，その大きさも小さい．本砂岩中にはまれに含牒砂岩が認められ，凛は円磯で，磯種として

はチャート・砂岩・頁岩・オーソコーツァイトなどが認められる．中部層中に挾在されている頁岩

は一般に黒色・硬質で，ときとして粘板岩質となっており，細粒砂岩の薄層をはさむ．一方中部層

l=雍挾在されそいる砂尚頁岩細五加は，各単層の厚さ力如O。ｍ以十めも･の他ときとし七砂尚滋ち

頁岩互層，あるいは，責夏勝ち砂岩互層となっ七公り，とれを廠涙し七いる砂屈ま辰也～映灰谷あ

細粒砂言であり;頁暑は縦灰色～黒色７，ときとして粘板言質となっ７:いる．といこ征喜浜川ゐ上

臨七庇較的八発達すふとめ砂岩頁岩細互層は，冶位向には小部旭め磁土位,と位置し，小禄冶．

　　　　　　　　　　　　　　　・●　，1　●1　　；　　　　.’ 1●●‘　　●　　1　　　●ゝ　　ご　I　●　φhttp://www.主体をなす成層した砂岩と楷交関係を示し，西方ほど厚く東方べ向って厚さを減ずる産状を示す

　tFig: 2 ).この砂尚頁岩細互冶中区は柄曲構造がしほしぼみられる．

　圭戸層の上蔀層ほ，主としｰて砂岩およ砂頁暑からなり，砂暑頁岩細互層および砂岩頁岩互層を挾

在ずるこI≒g.2にみられるごパ，小坂山向斜の北訪と南加で本上部層の層相および層厚ぶ異なら

　　，・　　ｆ　　’･．　　゛．｀･　ｌｉ　｀　　‘　　　ｌ　　ｓ　　　　　°' 1　　，･･,・　ｌ　　　　･･　　．　一一　●’１に.yていること･，同向斜の南翼側では上部層は中部層から漸移していること;および，この上部層は大

島的比由方ほど頁尚が障く;東方に向ゐ巧にっれ七砂夏か涼く琵るという層顧効良示す，とと?ま

　　　　　　　　　　・　．．　　．‘･　－　‘･：ヽ９　　，”･゛ｔ　ｌ･　．　　ｌ ｆ　　　　ｋ　ｌ　　．’ｌ　　ｌ,ｌ
どから，この上部層と中部層とめ層間関係は指交関係にあると考えられる．本上部層め砂岩は主と

　　FI　　●　　　●d　　　　　　　ゝ　　　　　　SI　・　　●”，¶　　　’･●r　●I･ ●●･　414
！　.●，　　　.

じ七成層じた細粒～中粒の゛グレイワッケ″砂岩セ;　ときとして組粒～粗粒となり，まれに細欄を

合むと沙れ．本砂岩はしぼしぼ黒灰谷～黒也め泌台頁夏の薄丿註挾在すふ．一方，責石逸挟

および成層した黒灰色～黒色の硬質の粘板岩質頁岩で，細粒砂岩・細粒～中粒砂岩・砂質頁岩・泥

萱砂尚およ砂凝灰岩・沁層晏禎在する．とれらめ薄層はしばしばレンズ状（迪構柾）にね,5そい

　　　　　　　　　　　　　　　　・　　吼●-　　申･　　1’I　.゛一一　　●　r !　　　　l･　Φ　　私●ｉ　　．　　，　≒．．゛．
る．本上部層に挾在されている砂岩頁岩細互崩は，砂岩あるいは頁岩に漸移じごこれを構成しでい

る砂碧は灰色～暗灰色・細粒砂石七，＝二般1と平祐説珪およびクｄｚラミナを肴し７:いる．一方頁岩

ぽ魚灰色～嵐色め硬質頁岩７あ６．とめ砂吉責岩細互層前乱しばしば示徊曲扁造ｶ瘤められ名.

¶･－　　　●　I●¶・　　/’　i　"l　　｀　JI｀.｀　I　　‘　　　　t　　．,t・　゛　　　　　●　　　' '■ ^ F
･゛

また本上部層に挾在されている砂岩頁岩互層は，砂岩および頁岩づ厚さが１心５�の不規則な互

s●　　　.　●●　I.｀　　　　･●　　　　　　　　d　　l　　　●●　　　　　φ●fj　　　l　●　　　　●.　｀.｀.　　‘●･｀゛1･層を示し，これを構成している砂岩は細粒～中粒めヽグレイワシケ″砂岩で;二方頁岩ほ黒色硬質

め粘板岩質頁岩である.

　II― 2　奈半利川層(Naharigawa Formation)

　奈半利川層の模式地は，高知県奈半利川水系の北川村二又より島；轟を経て久木に至る間（甲

M. 1961)であるが，本地域においては東洋町野根付近にてよく観察される;層厚は本地域におい

ては約800mであるが;筆者ら(1974)のデーターも合わせ考えると;　室戸半島東海岸における

奈半利川層全体の厚さは約2500mと思われる．

　本地域に分布する奈半利川層は，甲浦地域と同様;大局的に下位の砂岩層および上位の砂岩泥岩

有律互層に区分され(Fig. 3),両者は漸移関係にある．
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　下位の砂岩層は主として塊状（ときとして成層する）の中粒’～粗粒のいわゆる｀グレイワッケ″

砂岩からなり，黒色頁岩のパッチを含む．この頁岩のパッチは室戸層の砂岩中のそれに比較してｍ

も多く，その大きさも大きい．本砂岩はしばしば細課～小磯（多くは径１ｃｍ以下）を散在的に，

また，ときとして密集して含む．本砂岩層中に挾在されている砂岩泥岩細互層は，ときとして砂岩

勝ち泥岩互層あるいは泥岩勝ち砂岩互層となり砂岩あるいは泥岩に漸移する．この細互層を構成し

ている砂岩は灰色～暗灰色の細粒砂岩で，しばしば平行葉理およびクロスラミナを有する．一方本

砂岩層中に挾在される頁岩は，暗灰色～黒色のやや硬質の頁岩（ときとして粘板岩質）である．こ

の頁岩は連続性に乏しくレンズ状で，別役付近に限られている．

　奈半利川層上部の砂岩泥岩有律互層は，約10～20cm単位の厚さの互層をなしに砂岩は細粒でし

ばしば平行葉理およびクロスラミナを有する．本互層中に挾在されている砂岩は，塊状の灰色中粒

～粗粒の゛グレイワッケ″砂岩である．

Ill　地　質　構　造

　本地域における地質構造を大局的にみれぱ，ほぽ東西性の軸を有する宿曲およびそれにほぽ平行

する断層，および，それら東西性の構造を切る南北性の断層娯よって支配されている．

　本地域において奈半利川層と室戸層との関係を露頭で直接観察することは出来ないが，その境界

付近の室戸層の頁岩が断層によって強く圧砕されていることにより，両層は断層関係にあることが

推定される．この両層を境する推定断層をここでは別役断層＊と名づける．

　筆者らはこの別役断層を南落ちの逆断層と推定しているが，その根拠は次の２点による．すなわ

ち，１）別役断層付近にて破砕された室戸層の頁岩中に発達する小断層を観察すると，南落ちの逆

断層系が顕著である．２）別役断層の北約500m付近に東西性の軸を有する向斜構造（奈半利川

層中）が同断層にほぽ平行して存在している．この向斜構造の北翼では地層は南落ちの正常を示

し，一方南翼では地層は南落ちで逆転している．このような逆転宿曲は上記の向斜構造のみで，本

地域および本地域北方の甲浦地域の奈半利川層中には他に認められない（筆者ら, 1974).したが

って，上記１）の根拠も合わせ考えた場合，上記向斜構造の南翼の逆転構造は断層によってもたら

されたものと考えられる．したがってその引ずり状態がら，別役断層は南落ちの逆断層であること

が考えられる．

　上述のごとく室戸層と奈半利川層が断層関係と推定され，そめ断層が南落ちの逆断層と考えられ

ることから，構造的にみても室戸層が下位，奈半利川層が上位であろう．

　本地域において室戸層は一大向斜構造をなしているが，その北翼は別役断層（逆断層）によって

切られ一部欠如されている．一方奈半利川層は，基本的には２つの背斜構造と１つの向斜構造によ

りくり返えされているが，本地域の北方の甲浦地域では／筆者ら(1974)により，北落ちの逆断層

によってくり返えされることが知られている．なお，別役断層の北約500mの所に位置する逆転

摺曲（向斜構造）は，前述したごとく，別役断層の影響をうけて形成されたものであって，基本的

には奈半利川層を支配する摺曲構造ではないものと考えでいる．

　本地域の地質構造を基本的に支配している宿曲構造としては相聞背斜・中島背斜・樫地向斜およ

び小坂山向斜があるか，いづれもほぽ東西性の軸を有し，南北性の断層によって切られている．相

聞背斜（筆者ら, 1974)は東洋町相聞一同町名留川を結ぷほぽ東西方向の軸を有し，中島背斜は，

南北性の断層によって各所で切られているか，その軸は東洋町伏越の海岸から同町別役の１ｋｍほ

ど西方まで追跡される．また，樫地向斜は東洋町樫地南方にてほぽ東西方向の軸を有するが，同町

＊　甲藤(1961)による安倉断層との関係については，今後の検討にゆずる．
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押,野付近においては東西性の逆断層によってその軸がかくされている．一方小坂山向斜は，室戸層

中にみられる一大向斜で，東洋町淀ヶ磯から小坂山まで追跡され，その軸はＷＮＷ一ＥＳＥの走向で

ある‥

　本地域の地質構造を支配する断層としては，東西性の逆断層および南北性の正断層が存在し，南

北性の正断層が東西性の逆断層を切っていることから(Fig. 2 ).南北性の正断層の方が時代的に

新しいことが認められる．事実，各所にて南北性の小断層（正断層）が東西性の小断層（逆断層）

を切っている現象が認められ，このことを裏づけている．ただし，本地域においては，小断層は別

として，東西性の逆断層は比較的少なく，むしろ南北性の正断層の方がよく発達しており，本地域

の北方の甲浦地域とはやや状況を異にしている．このような差がいかなる原因にもとづくのかは，

稿を改めて報告する予定であるが，ここでは事実だけを記しておく．

　別役断層は，既述のように，本地域において室戸層と奈半利川層とを画する大断層で，ほぽ東西

方向の走向を有して東洋町伏越の海岸から同町別役の西方まで追跡される南落ちの逆断層（推定）

である．昏道断層（筆者ら, 1974)は甲浦地域で顕著であり，徳島県海部郡宍喰町昏道から東洋町

大斗を通り（筆者ら. 1974),本地域の同町押野に至るほぽ南北方向の走向を有する東落ちの正断

層（推定）で，相聞背斜を切っ｀ている．追廻し断層は伏越の海岸から追廻しを経て樫地まで追跡さ

れるN20°～30°Ｗの走向を有する東落ちの正断層（推定）で，別役断層・中島背斜および樫地向斜

を切っている．左手ヶ坂断層は東洋町御崎から同町左手ヶ坂を通り樫地まで追跡されるN10°～20°

Ｗの走向を有する東落ちの正断層（推定）で，別役断層・小坂山向斜・中島背斜および樫地向斜を

切っている．白壁断層は別役の南方約２ｋｍの地点から佐喜浜町白壁を通り，同町立花に至るほ

ぽN20°～30°Ｅの走向を有する東落ちの正断層（推定）で，小坂山向斜を切っている．

　以上のことから，本地域に発達する構造形態の形成順序は，相聞背斜・小坂山向斜で代表される

東西性の軸を有する榴曲構造→別役断層などの東西性の逆断層→左手ケ坂断層などの南北性の正断

層，であることが考えられ，この形成順序は甲浦地域において筆者ら(1974)によって組立てられ

た形成順序と一致する．

　なお，別の機会に詳しく論ずる予定であるが，これら地質構造の形成機構に関しては，甲浦地域

　（筆者ら,1974)と同様，次のように考えている．すなわち，奈半利川層推積後，南北方向からの

水平的な圧縮応力をうけることにより，相聞背斜・小坂山向斜で代表される規模の摺曲構造が形成

された．同じ応力場のもとで引続いておこった断裂運動により，別役断層で代表される東西性の逆

断層が形成された．その後，応力の解放にもとづいて相対的に垂直方向の圧縮応力が強まり，上昇

運動がおこり，その結果として左手ヶ坂断層などの南北性の正断層が形成された．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　IV　結　　　　　語

　今回の調査による結果を要約すると以下の通りである.

1.高知県安芸郡東洋町野根から高知県室戸市佐喜浜町にかけて分布する地層は，室戸層および奈

　半利川層によって構成され，現在両者は断層にて接しているが，構造的にみて，室戸層が下位で

　奈半利川層が上位であると考えられる.

2.本地域において，室戸層は大局的に上・中・下部の３層に区分され，下部層は主として凝灰質

　頁岩・玄武岩・凝灰岩などからなり，中部層は主として成層した砂岩からなり，また，上部層は

　主として成層した砂岩および粘板岩質頁岩からなる．室戸層は本地域においては一大向斜構造を

　なす．

　　奈半利川層は，大局的に下位の塊状砂岩層および上位の砂岩泥岩有律互層に区分され，両者は

　漸移関係にある．本層は榴曲および東西性の逆断層でくり返す構造を示す．
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3.本地域に発達する構造形態の形成順序は，筆者ら(1974)によって示された甲浦地域と同様，

　相聞背斜・小坂山向斜で代表されるほぽ東西性の軸を有した拙曲構造→別役断層で代表される東

　西性の逆断層→左手ヶ坂断眉で代表される南北性の正断層，の順であることが考えられる，
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